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こ の 度 の 記 録 的 な 豪 雨 に よ り 、 被 害 を 受 け ら れ ま し た 皆 様 に 心 よ り お 見 舞 い

申し上げます ととも に、一日も早 い復旧 をお祈りいた します 。  

現在会員登録数 4,089 人さま。次号は８ 月 22 日発行の予定 で す／  
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【１】お知ら せ  
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●  講演会「児童文 学 のしあわせ」  

講師の八束澄 子さん （児童文学作 家）に 自作について お話し いただきます 。  

◎日時：９月 16 日（ 土） 13： 30～ 15： 30 

◎場所：大阪 府立中 央図書館  多目的室  ◎参加費： 300 円  ◎定員： 60 人  

※  詳細・申し込み ↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#050916 

 

●オンライン 講座「 2022 年に出版された子 どもの本から 」  

2022 年に出版され た 子どもの本約 300 冊をテーマやジ ャンル 、年齢別に紹介

し、現在の子 どもの 本の傾向につ いて考 えます。（ 約３時間 半 ）  

◎講師：土居  安子（ 当財団総括専 門員）  

◎視聴期間： ７月 15 日（土）～ 12 月 15 日（金）  ◎視 聴料： 1000 円  

※  お申し込み（ Peatix）→  https://2022kodomonohon.peatix.com 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

＊ 年 間 １ 万 円 以 上 ご 寄 付 い た だ い た 方 に は 、 イ イ ク ロ ち ゃ ん グ ッ ズ を プ レ ゼ

ントしていま す。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html 

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701/ 

 

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#050916
https://2022kodomonohon.peatix.com/
http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701/


●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

https://www.youtube.com/@iiclo1196 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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【２】コラム  
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***************************************************************** 

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Takeo 's Talk 

***************************************************************** 

『ひと箱本屋 とひみ つの友だち』  赤羽じ ゅんこ /作  はらぐ ち あつこ /絵

さ・え・ら書 房  2023年 6月  対象年齢： 小学校中学年 以上  

 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  

＊作品の結末 まで書 かれています 。  

 

あらすじ：小 学５年 生の朱莉（あ かり） は、ひと箱本 屋カフ ェ「ＳＨＩＯ Ｒ

Ｉ」で販売さ れてい た、６年生の 理々亜 の創作した本 を買っ て読んで感動

し、手紙を書 いて、 友だちになる 。理々 亜は、車いす に乗っ ていて、その

ことで嫌味を 言われ た高校生にし っかり 反論をするタ イプ。 仲良くなっ

て、二人だけ で盆踊 りに行くが、 車いす の車輪が溝に 落ちて しまい、その

ことがきっか けで疎 遠になる。そ の後、 二人が好きな 作家の サイン会で再

会する。  

 

Ｔ：まず、朱 莉と理々 亜がひと箱本 屋で出 会うまで、出 会ってか ら仲良くなる

までが具体的 かつリ アルに描かれ ている と思います。  

Ｙ ： ひ と 箱 本 屋 で 理 々 亜 と 待 ち 合 わ せ を し て い た 朱 莉 が 、 理 々 亜 が 車 い す ユ

ーザーだと知 って躊 躇しながらも 、「 人を 差別する人に は、な りたくな」い

と 、 勇 気 を 出 し て 理 々 亜 に 出 会 う と こ ろ は 私 も ド キ ド キ し な が ら 読 み ま し

た。  

Ｔ：二人とも 本音がし っかり書かれ 、朱莉が 、理々亜や自 分のこと を少しずつ

理 解 す る と 同 時 に 、 理 々 亜 も 、 朱 莉 や 自 分 の こ と を 少 し ず つ 理 解 し て い く

様 子 が 描 か れ て い る 点 が 納 得 で き ま し た 。 作 品 全 体 に い え る こ と で す が 、

理々亜にとっ て何が 物理的、精神 的な「 バ リア」で、どうした ら「バリアフ

リー」の道が 開ける のかというこ とがよ くわかります 。  

Ｙ：読 書好きの朱 莉に は、ダンスを習っ てい る陽菜（はるな）と い う親友がい

ま す が 、 趣 味 や 家 庭 環 境 が 違 う た め 、 関 係 が 少 し ぎ く し ゃ く し て い る 様 子

が 冒 頭 に 出 て き ま す 。 そ こ か ら 、 理 々 亜 を 交 え て ３ 人 で 友 だ ち 関 係 を 作 る

と き の 、 陽 菜 の 理 々 亜 に 対 す る 、 壁 を 作 ら な い 接 し 方 が い い な と 思 い ま し

た。陽菜が出て きたこ とで、朱莉と理 々亜が わかりあえた ことは、どんな人

間関係でもあ ること だと感じられ ます。  

Ｔ：陽菜の高 校生のお 姉ちゃんも、朱莉と陽 菜の仲をとり もつ、い い役割を果

たしています 。  

Ｙ：最近 、本屋さん が 減っています が、この 作品には、ひと箱本屋 さんと、作

家 の サ イ ン 会 を す る ぶ ん ぶ ん 本 屋 さ ん が 登 場 し 、 本 屋 さ ん が 地 域 の 文 化 拠

点として、人 をつな いで育てる場 となっ ていることが 描かれ ています。  

https://www.youtube.com/@iiclo1196
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


Ｔ：理々亜は 、ひと箱 本屋に出品し ている ため、本屋さ んのクリ スマス会に参

加 す る こ と が で き て 、 大 人 た ち と 交 流 し ま す 。 そ う い う 場 が あ る こ と が す

ばらしいと思 います 。  

Ｙ ： 作 品 の 最 後 に 、 理 々 亜 が 朱 莉 の ア イ デ ィ ア も 借 り な が ら 完 成 し た 新 し い

本『バッシュに おまか せ』が掲載され ていま す。物語を書く ことの 楽しさが

伝わってくる 終わり 方だと思いま した。  

Ｔ ： ま さ に 小 学 生 が 書 い た よ う な 、 そ れ で い て 理 々 亜 の 日 常 や 願 い が 感 じ ら

れる物語です。こ の 物語がおしま いにあ って、「あー、お もし ろかった」と

読み終わる作 品にな っているのが 魅力で す。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 95 回「花壇工作 」  

 「花壇」と いう舞 台  

 

〈園芸家〉の〈おれ 〉は、仕事着 のまま病院 の中庭に立ち 、花壇の 設計をして

います。設計図を 持 たないのは〈書く の が面倒〉であり 、〈現 場ですぐ工作を

する誰かの式 を気取 った〉ためで もあり ます。  

 

多くの観衆（草取 りに 来ていた人、院長 の車 夫、レントゲンの 助手 、見知りの

町の人たち、村の 人 たち、見習いの看 護 婦たち）も見守る な か、〈すっか り舞

台に居るよう なすっ きりした気持 ち〉で〈 愉快な創造〉の時間を 過ごしていま

したが、窓か ら見て いた院長が〈 とうと うこらえ兼ね て〉下 りてきます。  

 

（どんな花を 植える のですか。）  

（来春はムス カリと チュウリップ です。）  

（夏は）  

（ そ う で す な 。 ま ん な か を カ ン ナ と コ キ ア 、 観 葉 種 で す 、 そ れ か ら 花 甘 藍

と 、 あ と は キ ャ ン デ タ フ ト の ラ イ ラ ッ ク と 白 で 模 様 を と っ た り い ろ い ろ し

ます。）  ――中略 ― ―  

（どういう形 にする のです？）  

（いま考えて います ので。）  

（正方形にや ります か。）  

 

院 長 は 俄 に 自 案 を 述 べ は じ め 、 園 芸 家 の 〈 愉 快 な 創 造 〉 は ぶ ち 壊 し と な り ま

す。〈 もう今日は だめ だ。設計図 を拵えて来 て院長室で二 人きり で相談しなけ

ればだめだ〉と考え 、〈おれ〉は心地良い 時間を台無し にした〈観る人〉たち

を強い表情で にらみ まわします 。が、結 局 は誰も自分を 見てお らず、〈 あんま

り過鋭な感応 体おれ を撲ってやり たいと 思った〉ところで 物語 は終わります 。 

 

園芸やそれに 伴う労 働が〈愉快な 創造〉で あるという点 は、雨蛙 たちが気持ち

よく庭仕事を 行う賢 治童話「カイ ロ団長 」（本メルマガ NO.110 参照）にも通

じ る と こ ろ で 、 作 者 自 身 の 実 体 験 に 基 づ く も の と さ れ ま す 。 創 造 力 に 自 信 を

持つ〈おれ〉は、〈 音 楽を図形に直 すこと は自由である し、お れはそこへ花 で  

Beethoven の  Fantasy を描くこと もでき る〉と考 え、音 楽・文 学（童話 や詩）・

造 園 ・ 美 術 等 を 自 由 に 行 き 来 し 、 そ こ に 自 然 や 風 景 を 取 り 込 む こ と も で き る

ようです。  



 

異なるメディ アを縦 横に変換し、愉しみな がら一つの物 語（作品 ）として観客

に 提 示 し よ う と す る 園 芸 家 は 、 さ な が ら 舞 台 演 出 家 で あ り 、 キ ャ ス テ ィ ン グ

する監督であ り、舞台 美術や音響・照明に気 配りしつつ、それぞれ に光をあて

て 全 体 の 調 和 を 図 る 統 括 者 で も あ り ま す 。 自 由 な る 創 造 を 伴 う 花 壇 設 計 と い

う 庭 仕 事 は 、 作 者 に と っ て の 童 話 や 詩 作 と も つ な が っ て お り 、 あ ら ゆ る 創 造

的営為の原点 ・原動 力ともいえそ うです 。（ペ吉）  

 

（本文の引用 は、筑摩 書房刊『宮沢賢治コ レ クション２  注文の 多い料理店』

によりました 。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ４９  

***************************************************************** 

 

「 お か ん と け ん か し て 井 戸 の 底 に 落 ち こ ん で 、 も う 死 ん で や る っ て 気 分 の と

きでも、ポル ノ聴い とったら、な んか知 らんまに浮き あがっ てこれるんよ 」  

ド キ っ と し た 。 い つ も は ず ん で い る よ う に 見 え る 恵 に も 、 そ ん な 瞬 間 が あ

るんだ。  

「ポルノって 不思議。ときどき、ああ、ポ ル ノは歌で、うちら とこ の広い宇宙

とをつないで くれと る。そんなふ うに感 じるときがあ るんよ 」  

そう、そうな んよ！  

 

（『明日に つづくリ ズ ム』  八束澄 子 /著  ポプラ社  2009 年 8 月  p.88）  

 

広島県、因島 の中学３ 年生の千波と 恵は、大 のポルノグラ フィテ ィ（実在する

２人組のロッ クバン ド、本文では、ポル ノ と略されてい る）ファ ン。引用は、

千 波 が 恵 に ポ ル ノ の 魅 力 を 熱 く 語 っ て い る と こ ろ で す 。 方 言 が 心 地 よ く 、 受

験を控え、島 を出るか どうかの選択 を迫ら れ、家族関係 にも悩む 二人が、ポル

ノを聴くこと で、解 放感を得てい る様子 がいきいきと 伝わっ てきます。  

 

千 波 に は 、 小 学 生 の 大 地 と い う 弟 が い ま す 。 大 地 は 児 童 養 護 施 設 か ら ひ き と

ら れ た 子 ど も で 、 千 波 は 、 両 親 が 大 地 に 振 り 回 さ れ て い る 様 子 を ど こ か 冷 め

た 目 で 見 て い ま す 。 恵 は 、 島 外 の 高 校 に 行 き た い と 言 っ て 母 と 大 げ ん か に な

ったため、家 出をした いと千波に言 い、千波 は、元旅館だ った自分 の家のはな

れを提案しま す。そこ を掃除し、ロ ウソクな どを用意して いたと ころ、大地が

ロ ウ ソ ク で 遊 ん で 火 事 を 出 し て し ま い 、 千 波 の 母 は や け ど で 入 院 し て し ま い

ます。そして 、千波 と恵の仲もぎ くしゃ くします。  

 

クライマック スは、そ んな困難を乗 り越え、二人が仲良く 、因島で 行われるポ

ル ノ の コ ン サ ー ト に 参 加 す る 場 面 で す 。 ポ ル ノ は 因 島 の 出 身 で 、 小 中 学 生 を

無 料 で コ ン サ ー ト に 招 待 し ま す 。 コ ン サ ー ト で 千 波 と 恵 だ け で な く 、 ク ラ ス

メ ー ト が は じ け る 様 子 は 、 読 ん で い る だ け で 、 ポ ル ノ の コ ン サ ー ト に 参 加 し

ているような 気持ち になりました 。（Ｙ ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 



姫 路 文 学 館 で ９ 月 ３ 日 ま で 開 催 さ れ て い る 特 別 展 「 ぞ う の エ ル マ ー 絵 本 原 画

展」に行ってき ました 。イギリスの絵 本作家 デビッド・マッ キー（ 1935-2022）

の「ぞうのエ ルマー 」シリーズを 中心と した絵本の原 画、映 像など約 170 点

が展示されて います 。  

 

展示は主に「ぞう のエ ルマー」について です が、最初に「デビッ ド のお仕事」

というコーナ ーがあ りました。そ こには 、デビッドが 手掛け た BBC のアニメ

ーション「ミスタ ー・ベン」（日本で は、「ミ スター・ベンのふ しぎ なぼうけん」

シリーズとして 2008 年にまえざわ あきえ 訳で朔北社か ら出版 ）や、『せ かい

でいちばんつ よい国 』（なかがわち ひろ訳  光村教育図 書  2005 年）、エルマ

ー シ リ ー ズ の 翻 訳 者 で 友 人 で あ る き た む ら さ と し や 、 編 集 者 な ど と や り と り

した絵封筒な どが紹 介されていま す。  

 

「ぞうのエル マー」の 原画は、日本 未刊行作 品も含め、原 画にあら すじと手に

取 っ て 見 る こ と が で き る 絵 本 を そ え て た く さ ん 展 示 さ れ 、 見 ご た え た っ ぷ り

です。日本で は、き たむらさとし 訳、Ｂ Ｌ出版で、 2002 年からの 20 年で 30

冊も出版され ている そうです（注 ）。  

 

エ ル マ ー の カ ラ フ ル な パ ッ チ ワ ー ク や 、 パ レ ー ド の た め に 飾 り た て た 仲 間 の

ぞうたちのい ろいろ なもようがお しゃれ です。トリや サル、ウ サギなど、登 場

する動物たち の表情 も豊かで、「ああ 、こ んな人いるい る」な どと思ってし ま

い ま し た 。 ま た 、 背 景 に 描 か れ る 植 物 の 線 が 画 面 い っ ぱ い に 四 方 八 方 に の び

て お り 、 色 づ か い も 自 由 。 エ ル マ ー た ち よ り 淡 い な が ら も カ ラ フ ル な 色 合 い

がエルマーた ちを見 守っているよ うに感 じられ、心が 和みま した。  

 

原 画 を 見 て 改 め て 色 の 美 し さ を 感 じ 、 カ ラ フ ル な 色 の エ ル マ ー が 自 分 ら し く

生 き 、 誰 と で も 友 だ ち に な れ る 様 子 は 、 今 に つ な が る 作 者 の メ ッ セ ー ジ だ と

思いました 。（Ｋ）  

 

注：それ以前に 、『ぞ うのエルマー 』『また またぞうのエ ルマー 』（デイビッド・

マッキー /ぶん・え  安西徹雄 /訳  アリ ス 館牧新社  1976 年、 1977 年）が

出版されてい ます。  

 

姫路文学館  http://www.himejibungakukan.jp/ 

 

***************************************************************** 

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  

***************************************************************** 

連載「私の出会った 児童文学者た ち」（宮 川健郎）は、今月は、著者のつごう

により休載さ せてい ただきます。  

 

＜第１回～第 ３回は こちらからご らんく ださい＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  大阪国際児童文 学 館を育てる会  2023 年度総会記念行 事  

http://www.himejibungakukan.jp/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html


 「三宅興子 先生  あ りがとうござ いまし た」  

日  時：７月 22 日（土）  13： 15～ 16： 30 

会  場：大阪府立中 央 図書館  大会議室  

主  催：大阪国際児 童 文学館を育て る会  

※  有料、要申し込 み  詳細は↓  

 http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html#050722 

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム《１ 》「 この本読んだ ？」で 紹介しました『ひ と 箱本屋とひみつ

の 友 だ ち 』 を プ レ ゼ ン ト し ま す 。 ご 希 望 の 方 は 、 プ レ ゼ ン ト 応 募 フ ォ ー ム か

ら、 (1)お名前  (2)郵便番号・住所  (3)電話番号  (4)メールア ドレス、よろ し

ければ  (5)このメル マガのご感想 をお書 きのうえ  ご応募く だ さい。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/wTrFHBedaw4s3Bus9 

締切は８月 11 日（金 ・祝）、当 選発表は 発 送をもって代 えさせ ていただきま

す／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

多くの学校は 今日が 一学期の終業 式。こ の夏休みは例 年にも 増して、夏祭 り

や海や山へ繰 り出す 機会が多くな りそう です。私にと っては 母の実家の前 を

流れる谷川で の川遊 びが、夏休み の特別 な時間でした 。どう かみなさまに と

って安全で楽 しい夏 休みになりま すよう に。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html 

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html#050722
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/wTrFHBedaw4s3Bus9
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

